総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２２年度）

テーマ1～5　小課題番号1.1～5.3　氏名（所属）
発表論文名・著書名　等
（例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。）
著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）しても可。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）
著書
野口貴文，今本啓一，小山明男，兼松学，田村雅紀，馬場英美，ベーシック建築材料，彰国社，2010年４月
査読付き論文
1)名知洋子，田村雅紀，鈴木道哉：建築生産プロセスを考慮した建築資材の輸送形態に関する調査・分析, 日本建築学会技術報告集(審査有),pp.871-876,第16巻，第34号(2010年10月)

2)塩出有三，清家剛，小山明男，田村雅紀，近藤伸美，鷹野宏輝，田口尚，ALCマテリアルフロー作成のための新築現場端材発生量調査，日本建築学会技術報告集,pp.31-36, 第32号,(2010年2月)

国際学会論文（査読付も含む）
1)Komuro, K and M. Tamura, Fracture Properties and Carbon Neutral Analysis of Concrete Materials Containing Disposed Sea Shell, 1st ICSU, (2010.12)
2)M. Tamura, K. Yoda, M.Oshima, J.Saito and M. Azami, A Study on Environmental  Conscious Concrete with a Full Range of  Secondary Byproducts Powder for Resource Conservation in Japan, 2010 PCI Annual Convention/Exhibition & third international fib Congress,(2010.6)

3)M Tamura W Kyohei,Y Nachi, Environmental Impact Evaluation of In-transit and Usage of Concrete Materials conveyed to Tokyo District for promoting the Building Stock Management, Proceedings of the International Conference on Sustainable Building Asia, pp.267-272, (2010.2)

学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など
1)田村雅紀，コンクリートはどこまで再生利用できるのか，Architekton，総合資格学院(2010.11)

2)田村雅紀，山下哲郎，工学院大学建築学部で育む担い手たち，TERRA,pp.8-9, (2010.11)

3)田村雅紀，リサイクルコンクリートによるカーボンニュートラル化，コンクリート工学，Vol.48, No.9 (2010)

招待講演
なし
口頭発表
1)田村雅紀，箕山敏彦，建築内装用塩化ビニル壁紙シートのテクスチャーと色彩特性が印象評価に与える影響建築日本建築仕上学会学術講演論文集，pp.183-186(2010.10)

2)田村雅紀，吉岡智博，解体コンクリート起源廃棄モルタルの炭酸化処理による仕上材用改質混和材とその二酸化炭素固定量に関する考察，pp.195-198，2010年度日本建築仕上学会学術発表論文集，2010年10月

3)田村雅紀、玉井孝幸、彦坂信之、田山隆文、嵩英雄、高品質再生骨材を使用したコンクリートの強度性状に関する実験的研究（その1）実験概要および再生骨材Ｈを用いたコンクリートの調合、日本建築学会学術講演梗概集，pp. 1083-1084 (2010.9) 

4)彦坂信之、田山隆文、田村雅紀、玉井孝幸、嵩英雄、高品質再生骨材を使用したコンクリートの強度性状に関する実験的研究（その2）各種強度性状と試験時の供試体の乾湿影響、日本建築学会学術講演梗概集，pp. 1085-1086 (2010.9)

5)玉井孝幸、田村雅紀、彦坂信之、田山隆文、嵩英雄、高品質再生骨材を使用したコンクリートの強度性状に関する実験的研究（その3）非破壊試験による強度推定、日本建築学会学術講演梗概集，pp. 1085-1086 (2010.9)
6)小室清人,田村雅紀,海洋生物殻廃棄物を用いたモルタル材料の破壊特性とカーボンニュートラル性の評価,日本建築仕上学会学術発表論文集，(2010.10)

7)太原亜実，田村雅紀，改質した骨材回収型コンクリートによる二次副産材料の成因特性と骨材回収性向上に関する研究2009年度日本建築学会関東支部発表論文集，pp.89-92, 2010年3月

8)石田慎平，田村雅紀，資源環境保全を目指した副産微粉コンクリートの総合的物性評価に関する研究，2009年度日本建築学会関東支部発表論文集，pp.77-80, 2010年3月

9)渡辺恭平，田村雅紀，名知洋子，首都圏で実施工された鉄骨造および鉄筋コンクリート造建築物における資材利用・輸送時環境負荷用か，pp.93-96, 2009年度日本建築学会関東支部発表論文集，2010年3月
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）
なし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表
田村雅紀，社会的価値向上が必要，コンクリート工業新聞，2010/5/14付(2010)

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
1)Komuro, K and M. Tamura, Fracture Properties and Carbon Neutral Analysis of Mortar Containing Scallop sand, 9th ISAT, (2010)

2)久田嘉章、阿部道彦、田村雅紀、ほか７名：震災廃棄物の再資源化と高機能化, 工学院大学総合研究所都市減災研究センター第３回研究報告会, (2010.11)
